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詞林　第72号　2022年10月

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在

　

和
歌
真
名
序
に
つ
い
て
は
、
大
曾
根
章（

1
）介、
後
藤
昭（

2
）雄の
先
駆
的
な

研
究
が
あ
り
、
個
別
の
注
釈
、
資
料
紹
介
な
ど
は
あ
る
も
の（

3
）の、
本
格

的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
真
名
序
の
中
で
も
私
家
集
に
冠

せ
ら
れ
る
序
文
に
つ
い
て
は
、
各
種
私
家
集
の
注
釈
シ
リ
ー
ズ
で
注
釈

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
疑

問
の
あ
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
に
「
発
心
和
歌
集
序
」
を
検
討

し
た
の
も
そ
う
し
た
意
識
に
よ（

4
）る。
本
稿
で
は
、「
千
穎
集
序
」
を
取

り
上
げ
る
。

　
『
千
穎
集
』
は
、
序
文
に
よ
れ
ば
、
別
田
千
穎
の
家
集
で
、
千
穎
の

歌
だ
け
で
な
く
「
古
賢
遺
風
」
の
歌
も
収
め
、
千
穎
の
甥
、
舂
米
一
斛

丸
の
撰
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
千

穎
な
る
人
物
は
虚
構
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い（

5
）る。
そ
し
て
「
一
一
世

紀
頃
に
活
躍
し
た
一
歌
人
で
、
曽
禰
好
忠
ら
の
初
期
定
数
歌
に
対
す
る

関
心
が
強
く
、
歌
学
や
漢
詩
文
に
も
精
通
し
た
人（

6
）物」
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
『
千
穎
集
』
に
は
真
名
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
に
つ
い
て

は
『
全
釈
』
に
よ
っ
て
注
解
が
施
さ
れ
、
先
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
、

こ
の
真
名
序
か
ら
示
唆
さ
れ
た
像
が
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
果
た

し
て
「
漢
詩
文
に
」「
精
通
し
た
人
物
」
の
文
章
と
い
え
る
の
か
疑
問

と
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
漢
文
と
し
て
「
千
穎
集
序
」
を

扱
い
、
そ
こ
に
見
え
る
不
審
と
な
る
表
現
を
検
討
し
た
い
。

　

そ
の
際
、
対
句
構
成
、
出
典
の
問
題
を
中
心
と
し
て
疑
問
点
を
指
摘

す
る
。
漢
文
資
料
が
す
べ
て
漢
詩
文
に
精
通
し
た
人
物
が
執
筆
す
る
わ

け
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
位
置
づ
け
る
か
は
、
今
後
の
平
安
朝
漢
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
和

歌
と
の
関
係
も
含
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
そ
の

点
に
つ
い
て
の
視
角
を
提
示
し
た
い
。

一
、
対
句
に
つ
い
て

　

以
下
に
序
文
全
文
を
掲
出
す
る
。
本
文
は
、
藤
原
定
家
手
沢
本
の
穂

千
穎
集
序
を
め
ぐ
っ
て

滝
川�　

幸
司



― 2 ―

千穎集序をめぐって（滝川）

久
邇
文
庫
蔵
本
に
よ（

7
）る。
対
句
が
分
か
る
よ
う
に
適
宜
改
行
し
た
。
ま

た
、
行
論
の
都
合
上
行
毎
に
番
号
を
付
し
た
。
な
お
、
漢
字
は
原
則
と

し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。対
句
に
つ
い
て
は『
作
文
大
躰
』に
よ
っ

て
【
長
句
】【
雑
隔
句
】
な
ど
と
示
し
た
。【
長
句
】
は
、
五
字
か
ら
九

字
ま
で
の
単
対
、【
壮
句
】
は
三
字
の
単
対
、【
緊
句
】
は
四
字
の
単
対

で
あ
る
。
隔
句
対
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

1
夫
千
穎
集
者
、
千
穎
家
集
。
和
歌
而
已
。
故
為
其
名
焉
。

2
姓
別
田
、
名
千
穎
、
字
疇
、
筑
州
穂
浪
東
県
人
也
。

3
是
草
茅
之
生
、

4　

田
夫
之
種
矣
。【
長
句
】

5
其
父
則
柿
本
人
丸
之
末
葉
、

6
其
母
亦
小
野
小
町
之
苗
裔
也
。【
長
句
】

7
大
兄
元
輔
真
人
之
養
子
、

8
小
妹
重
之
朝
臣
之
家
室
。【
長
句
】

9
山
辺
赤
人
、
親
昵
之
朋
友
、

10
志
賀
黒
主
、
膠（

8
）漆之
知
音
矣
。【
雑
隔
句
】

11
天
禄
比
生
、
年
七
八
歳
、
始
習
和
歌
。

12
猶
可
植
於
躬
恒
之
古
曲
、
礼
朝
示
仲
道
侵
祚
成
。

13
春
朝
編
柳
、
嘯
難
波
津
之
歌
、

14
秋
暮
集
蛍
、
詠
浅
鹿
山
之
什
。【
軽
隔
句
】

15
花
時
惜
花
、

16
月
夜
憐
月
。【
緊
句
】

17
歩
砌
朝
々
、
飛
於
花
鳥
之
言
葉
、

18
臥
席
夜
々
、
極
於
嘯
詠
之
美
談
。【
雑
隔
句
】

19
方
今
宴
会
唱
歌
、
号
貫
之（

9
）之霊

、
暗
跡
逃
去
、

20　
　

遊
筵
吟
詠
、
号
忠
岑
之
属
、
閉
口
蟄
居
。【
雑
隔
句
】

21
況
乎
華
山
僧
正
、
耳
語
不
言
、

22　
　

駿
河
前
吏
、
来
面
無
音
。【
平
隔
句
】

23　
　

猿
丸
大
夫
、
輙
悦
早
死
、

24　
　

曾
禰
良
忠
、
自
羞
長
命
。【
平
隔
句
】

25
昔
有
八
本
之
歌
、
悉
味
万
人
之
口
、

26
今
也
千
穎
之
曲
、
速
断
九
廻
之
腸
。

27
時
雖
歴
二
代
、

28
人
不
知
千
穎
。【
長
句
】

29
是
猶
文
王
不
知
楚
山
之
玉
也
。

30
千
穎
優
長
、
莫
過
於
歌
。

31
春
夏
秋
冬
、
乗
興
杖
酔
、

32
贈
答
和
歌
、
自
然
滋
衆
。【
平
隔
句
】

33�

紙
筆
所
存
、
凡
数
百
首
。
勒
成
四
巻
〈
三
巻
千
穎
和
歌
、
其
第
四
巻

古
賢
遺
風
〉

34
永
祚
第
二
庚
寅
之
歳
、

35
宮
律
黄
鐘
戊
戌
之
日
、【
長
句
】

36
千
穎
外
戚
甥
舂
米
一
斛
丸
撰
。

　

一
見
し
て
分
か
る
の
は
、
対
句
の
多
さ
で
あ
る
。
三
十
六
行
中
、
対

句
で
な
い
句
は
八
行
し
か
な（

10
）く、
八
割
が
対
句
を
構
成
し
、
し
か
も
隔

句
対
が
そ
の
半
ば
を
占
め
て
い
る
。
漢
文
（
散
文
）、
特
に
こ
の
よ
う
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な
駢
儷
文
に
於
い
て
対
句
は
重
要
な
表
現
技
法
で
は
あ
る
が
、
対
句
、

中
で
も
隔
句
対
の
多
さ
は
異
様
な
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
平
安
朝

の
儒
家
が
作
っ
た
、
詩
序
・
書
序
と
比
較
し
て
み
よ
う
。『
本
朝
文
粋
』

か
ら
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
ま
ず
、
大
江
朝
綱
の
詩
序
で
あ
る
。

1
青
春
之
半
、

2
黒
月
之
終
、【
緊
句
】

3
殿
前
紅
桜
、
開
敷
可
愛
。

4
太
上
法
皇
有
勅
、
喚
詩
臣
四
五
人
、

5
蓋
愍
鶯
花
之
空
過
、

6　

課
鳳
藻
而
相
惜
焉
。【
長
句
】

7
臣
等
少
忽
出
紅
塵
之
境
、

8　
　
　

得
入
碧
洞
之
中
。【
長
句
】

9
近
対
天
臨
、

10
快
見
春
萼
。【
緊
句
】

11
桜
復
桜
、

12
花
復
花
、【
壮
句
】

13
色
鮮
姸
、

14
香
芬
馥
。【
壮
句
】

15
雑
蕊
爛
漫
、
咲
旧
契
於
銑
谿
之
園
、

16
重
葩
乱
飛
、
嘲
古
迷
於
武
陵
之
岸
。【
雑
隔
句
】

17
于
時
林
間
日
暮
、

18　
　

叡
賞
影
斜
。【
緊
句
】

19
把
火
而
照
樹
枝
、

20
挑
燈
而
催
詩
興
。【
長
句
】

21
人
情
迎
夜
、
頻
傾
鸚
鵡
之
盃
、

22
鳥
音
調
春
、
暗
諧
鳳
凰
之
管
。【
軽
隔
句
】

23
感
之
逼
身
、
目
不
暫
捨
。

24
嗟
呼
難
得
易
失
者
時
也
、

25　
　

難
開
易
落
者
花
也
。【
長
句
】

26
請
先
狂
風
之
未
起
、

27
将
翫
艶
色
之
可
憐
【
長
句
】

28
云
爾
。
謹
序
。

�

（
大
江
朝
綱
「
紅
桜
花
下
作
、
応
二
太
上
法
皇
製
一
」
詩
序�

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
293
）

　

こ
れ
も
対
句
が
多
く
、
十
二
箇
所
二
十
四
行
が
対
句
で
、
半
分
が
対

句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
千
穎
集
序
」
と
同
じ
よ
う
に
対
句
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
隔
句
対
は
対
句
十
二
箇
所
中

二
箇
所
で
、「
千
穎
集
序
」
よ
り
遙
か
に
少
な
い
。
他
の
詩
序
で
も
確

認
し
て
お
こ
う
。
紀
斉
名
の
作
で
あ
る
。

1
暮
春
之
月
、
十
有
二
日
、

2�

左
親
衛
藤
亜
将
、
与
前
備
州
源
刺
史
、
右
親
衛
源
亜
将
、
僉
議
曰
、

花
時
欲
過
、
盍
命
春
遊
。

3
与
彼
賞
城
中
之
半
落
、

4
不
若
看
郊
外
之
盛
開
。【
長
句
】

5
言
約
已
成
、
相
共
出
洛
。

6
於
是
或
信
馬
以
閑
行
、
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7　
　

或
下
車
以
眺
望
。【
長
句
】

8
居
無
常
座
、
掃
苔
而
暫
代
筵
、

9
至
無
定
家
、
尋
花
而
不
問
主
。【
軽
隔
句
】

10
便
示
題
目
曰
、
逐
処
花
皆
好
。
誠
哉
斯
言
。

11
夫
以
無
処
不
花
、

12　
　

無
花
不
好
。【
緊
句
】

13
山
桃
復
野
桃
、
日
曝
紅
錦
之
幅
、

14
門
柳
復
岸
柳
、
風
宛
麴
塵
之
糸
。【
密
隔
句
】

15
吟
賞
之
至
、
可
以
忘
帰
者
也
。

16
既
而
山
路
日
暮
、
満
耳
者
樵
歌
牧
笛
之
聲
、

17　
　

澗
戸
鳥
帰
、
遮
眼
者
竹
煙
松
霧
之
色
。【
雑
隔
句
】

18
如
予
者
官
沈
東
海
之
外
班
、

19　
　
　

詞
謝
南
皮
之
高
韻
。【
長
句
】

20
誤
為
唱
首
、
謂
傍
人
何
云
爾
。

�

（
紀
斉
名
「
暮
春
遊
覧
同
賦
二
逐
レ
処
花
皆
好
一
」
詩
序�

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
303
）

　

斉
名
の
詩
序
は
、
全
二
十
行
中
、
対
句
は
七
箇
所
十
四
行
と
な
り
、

こ
れ
も
三
分
の
二
以
上
は
対
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
隔
句
対

は
三
箇
所
六
行
と
、
対
句
中
半
分
以
下
で
、「
千
穎
集
序
」
と
比
較
す

る
と
少
な
い
。

　

次
に
「
千
穎
集
序
」
と
同
じ
く
書
序
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
千
穎
と
同

じ
く
歌
人
で
も
あ
る
、
源
順
「
沙
門
敬
公
集
序
」
で
あ
る
。

1�

延
曆
寺
尊
敬
上
人
、
俗
姓
橘
氏
、
名
在
列
、
字
卿
、
和
州
員
外
刺
史

秘
樹
之
第
三
子
也
。

2
公
少
遊
大
学
、
聡
識
挺
群
。

3
相
如
風
月
之
骨
、

4
楊
雄
河
漢
之
才
、【
長
句
】

5
皆
自
然
而
得
矣
。

6
世
有
源
氏
小
草
五
巻
、
左
親
衛
源
亜
将
之
家
集
也
。

7
亜
将
以
菅
丞
相
外
孫
、

8
出
勤
武
職
、

9
入
好
文
章
。【
緊
句
】

10
始
聞
公
才
名
、
欲
試
其
風
藻
。

11
一
旦
相
遇
、
忽
命
詩
酒
。
座
上
走
筆
、
頻
寄
妙
句
。

12
酒
未
及
三
酌
、

13
詩
各
成
十
篇
。【
長
句
】

14
陶
元
亮
出
能
詩
句
、

15
無
垢
称
生
長
法
文
。【
長
句
】

16
是
其
美
公
之
一
句
也
。

17
公
且
談
且
飲
、
亜
将
相
顧
謂
座
客
曰
、
橘
卿
者
実
天
才
也
。

18
自
後
華
閣
月
亭
、
常
以
招
引
。
見
公
詩
莫
不
歎
矣
。

19
嗟
呼
高
才
不
遇
，
自
古
而
有
矣
。

20
公
年
三
十
、
始
補
文
人
。

21
天
下
痛
其
名
士
晩
達
、
公
亦
自
倦
、
去
業
就
爵
。

22
即
除
藝
州
別
駕
、

23
累
遷
御
史
中
丞
。【
長
句
】
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24
居
職
歳
餘
、

25
台
務
肅
清
。【
緊
句
】

26
霜
威
彌
厳
、

27
風
誉
益
遠
。【
緊
句
】

28
然
猶
厭
栄
朝
市
、

29　
　

栖
心
釈
門
。【
緊
句
】

30
一
切
経
論
、
漸
探
秘
賾
。

31
天
慶
七
年
冬
十
月
、
遂
脱
俗
網
、
遊
天
台
山
、

32
除
却
五
酔
、

33
降
伏
四
魔
。【
緊
句
】

34
其
猶
不
降
者
、
独
詩
魔
而
已
。

35
是
故
毎
至

36
桐
霞
春
、

37
溪
霧
秋
、【
壮
句
】

38
山
鶯
囀
華
之
朝
、

39
林
鹿
蹋
葉
之
夕
、【
長
句
】

40
無
師
知
之
力
、
能
飛
其
文
、

41
利
他
願
之
餘
、
或
為
人
作
。【
雑
隔
句
】

42
古
人
所
謂
、

43
為
義
作
、

44
為
法
作
、【
壮
句
】

45
為
方
便
智
作
、

46
為
解
脱
性
作
、【
長
句
】

47
不
為
詩
而
作
、
蓋
公
之
謂
乎
。

48
昔
王
朗
八
葉
之
孫
、
摭
徐
詹
事
之
旧
章
、

49　

江
淹
一
時
之
友
、
集
范
別
駕
之
遺
文
。【
雑
隔
句
】

50
即
作
其
序
、

51
各
挿
其
右
。【
緊
句
】

52
彼
皆
洪
才
奧
学
、
深
於
文
巧
於
詩
之
徒
。

53
作
者
亦
其
人
也
、

54
序
者
亦
其
人
也
。【
長
句
】

55
以
伝
于
世
、
誠
足
握
玩
。

56
如
予
者
才
地
立
錐
、
遙
謝
刺
股
之
学
、

57　
　
　

文
場
韜
筆
、
独
慙
仮
手
之
詩
。【
軽
隔
句
】

58
偸
集
斯
文
、
定
知
招
嘲
。

59
然
而
義
辞
勝
句
、
徒
在
人
口
、

60
其
餘
在
紙
墨
者
、
往
往
零
落
。【
重
隔
句
】

61
不
尋
美
錦
於
蜀
江
之
水
、
何
見
粲
爛
之
清
文
、

62
若
措
良
璞
於
荊
厳
之
雲
、
誰
聞
鏗
鏘
之
逸
韻
。【
雑
隔
句
】

63
近
自
黌
舍
味
道
、

64
遠
至
幽
栖
晦
迹
。【
長
句
】

65�
公
之
所
作
詩
賦
歌
贊
、
啓
牒
記
状
、
呪
願
願
文
等
、
且
編
録
成
七
巻
。

聊
述
由
緒
、
冠
于
篇
首
。

66
譬
猶
狐
狢
之
袖
端
、
謬
綴
毛
布
、

67　
　

貂
蟬
之
飾
上
、
妄
加
頭
巾
者
乎
。【
雑
隔
句
】

68
甲
寅
歳
八
年
三
月
廿
八
日
、
前
進
士
源
順
序
。
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�

（
源
順
「
沙
門
敬
公
集
序
」『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
202
）

　

六
十
八
行
中
、
対
句
は
二
十
二
箇
所
四
十
四
行
で
、
こ
れ
も
三
分
の

二
以
上
は
対
句
で
あ
る
。
但
し
、
隔
句
対
は
六
箇
所
で
、
三
分
の
一
以

下
で
あ
る
。「
千
穎
集
序
」
と
比
べ
る
と
隔
句
対
は
少
な
い
。

　

以
上
、『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
詩
序
、
書
序
と
比
較
す
る
と
、
対
句

を
中
心
に
組
み
立
て
る
構
成
は
共
通
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
千
穎
集

序
」
の
隔
句
対
の
異
様
な
多
さ
が
確
認
で
き
よ
う
。
こ
の
隔
句
対
の
多

さ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

詩
序
、
書
序
以
上
に
技
巧
的
で
対
句
を
連
ね
て
作
成
さ
れ
る
賦
に
つ

い
て
、
渡
辺
秀
夫
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い（

11
）る。

　
　
（『
賦
譜
』
を
引
用
し
）
賦
作
品
で
は
、
隔
句
対
こ
そ
が
身
体
そ
の

も
の
で
あ
る
と
し
、
…
…
隔
句
対
が
賦
の
「
身
体
」
だ
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
隔
句
対
が
律
賦
の
本
体
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

…
…

　
　

ち
な
み
に
、
唐
代
の
限
韻
の
律
賦
四
六
篇
を
対
象
に
し
た
、
あ
る

統
計
で
は
、
平
均
し
て
、
一
篇
の
三
分
の
一
は
隔
句
対
で
占
め
ら

れ
、
そ
の
中
で
も
、
中
晩
唐
の
律
賦
に
は
隔
句
対
が
多
く
、
四
六

の
隔
句
対
が
五
か
所
以
上
あ
る
の
は
一
様
に
中
晩
唐
の
作
と
い
う
。

道
真
ら
の
賦
作
品
が
中
唐
以
後
の
規
格
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
「
道
真
ら
の
律
賦
」
に
つ
い
て
渡
辺
は
、
道
真
「
未
旦
求
衣
賦
」
を

検
討
し
、「
隔
句
対
は
、
全
対
句
二
七
中
の
八
句
、
三
〇
％
」
と
指
摘
し
、

同
様
に
紀
長
谷
雄
「
風
中
琴
賦
」
を
検
討
し
て
「
隔
句
対
は
、
全
二
二

対
句
中
の
一
〇
句
、
四
五
％
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
賦
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
だ
が
、
隔
句
対
が
本
体
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
、

隔
句
対
は
全
対
句
中
の
三
割
が
基
準
で
、
日
本
の
賦
で
も
、
道
真
が
三

〇
％
、
長
谷
雄
が
四
五
％
な
の
で
あ
る
。

　

前
掲
の
詩
序
で
は
、
朝
綱
作
が
十
二
箇
所
の
対
句
中
二
箇
所
が
隔
句

対
で
六
分
の
一
、
十
七
％
、
斉
名
作
が
七
箇
所
の
対
句
中
三
箇
所
が
隔

句
対
で
四
十
三
％
と
な
る
。
ま
た
順
の
書
序
で
は
、
二
十
二
箇
所
の
対

句
中
六
箇
所
が
隔
句
対
で
二
十
七
％
と
な
る
。
か
な
り
差
が
あ
り
、
朝

綱
の
詩
序
の
割
合
が
低
い
が
、
他
は
渡
辺
が
検
証
す
る
賦
と
同
じ
程
度

で
あ
る
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、「
千
穎
集
序
」
は
、
十
四
箇
所
の
対
句
中
八
箇

所
が
隔
句
対
で
五
十
七
％
と
過
半
で
あ
り
、
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
異

様
な
ほ
ど
の
隔
句
対
へ
の
拘
り
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

対
句
に
拘
る
こ
と
は
、
駢
儷
文
で
も
あ
る
以
上
当
然
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
が
隔
句
対
に
片
寄
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
当
時
の
常
識
か
ら

す
れ
ば
か
な
り
外
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
隔
句
対
の
多
さ
は
、
し
か
し
、
千
穎
の
技
量
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
は
い
え
な
い
。
9
、
10
は
隔
句
対
と

は
い
え
、
名
詞
句
＋
名
詞
句
の
隔
句
対
で
、
5
～
8
の
単
対
と
変
わ
ら

な
い
。

　

ま
た
、
先
に
あ
げ
た
詩
序
、
書
序
と
比
較
す
る
と
【
平
隔
句
】
が
多

い
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
『
作
文
大
躰
』

を
用
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
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『
作
文
大
躰
』
筆
大（

12
）体で

は
、
隔
句
対
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

隔
句
〈
有
二
六
体
一。
軽
重
疎
密
平
雑
也
。
軽
重
為
レ
勝
、
疎
密
次
レ
之
、

平
雑
次
レ
之
。
…
…
〉

　
「
軽
重
」
は
「
軽
隔
句
」「
重
隔
句
」
で
同
書
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
上

四
下
六
」
後
者
は
「
上
六
下
四
」
で
あ
る
。「
疎
密
」
は
「
疎
隔
句
」「
密

隔
句
」
で
、
同
じ
く
前
者
は
「
上
三
下
不
レ
限
二
多
少
一
」
で
後
者
は
「
上

五
已
下
六
已
上
。
或
上
多
少
下
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
平
雑
」
は
「
平

隔
句
」
と
「
雑
隔
句
」
で
、
前
者
は
「
上
下
或
四
、
或
五
」
で
後
者
は

「
或
上
四
下
五
七
八
、
下
四
上
六
五
七
八
」
と
な
る
。

　
『
作
文
大
躰
』
に
示
さ
れ
る
六
種
類
の
隔
句
対
だ
が
、
朝
綱
詩
序
で

は
「
雑
隔
句
」「
軽
隔
句
」
が
、
斉
名
詩
序
で
は
「
軽
隔
句
」「
密
隔
句
」

「
雑
隔
句
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
順
書
序
で
は
「
雑
隔
句
」

「
軽
隔
句
」「
重
隔
句
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
作
文
大
躰
』
に
よ
れ
ば
、

も
っ
と
も
重
ん
じ
ら
れ
る
の
が
、「
軽
隔
句
」「
重
隔
句
」
で
あ
り
、
次

は
「
疎
隔
句
」「
密
隔
句
」
で
、「
平
隔
句
」「
雑
隔
句
」
は
一
番
下
に

置
か
れ
る
。

　
「
千
穎
集
序
」
以
外
で
は
、
軽
・
重
と
い
う
重
視
さ
れ
る
隔
句
対
が

用
い
ら
れ
、
ま
た
疎
隔
句
密
隔
句
も
あ
る
、
も
っ
と
も
下
の
雑
隔
句
も

あ
る
も
の
の
、「
千
穎
集
序
」
で
は
、
軽
隔
句
が
一
箇
所
で
、
あ
と
は

す
べ
て
雑
隔
句
と
平
隔
句
で
あ
る
。
多
く
の
隔
句
対
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
も
っ
と
も
下
に
置
か
れ
る
平
雑
隔
句
ば
か
り
な

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
雑
隔
句
の
う
ち
の
一
つ
（
9
、
10
）
は
、
名
詞

文
で
あ
り
、
隔
句
対
と
し
て
複
雑
な
構
成
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
、
朝
綱
ら
の
序
に
は
同
字
数
で
構
成
さ
れ
る
平
隔
句
は
ま
っ

た
く
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
千
穎
集
序
」
は
異
例
で
あ
る
。
さ
ら
に

い
え
ば
、「
千
穎
集
序
」
の
21
～
24
は
平
隔
句
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
30

～
32
は
四
字
一
句
で
句
切
ら
れ
る
文
と
四
字
の
平
隔
句
で
あ
り
、
文
章

と
し
て
は
平
板
で
あ（

13
）る。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
千
穎
集
序
」
の
隔
句
対
の
多
さ
は
必
ず
し
も

作
者
の
技
量
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
隔
句
対
を
含
め
、

対
句
を
使
っ
て
文
章
を
構
成
す
る
こ
と
こ
そ
が
漢
文
を
作
成
す
る
際
に

重
要
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
美
文
を
作
ろ
う
と
す
る

強
い
意
志
は
読
み
取
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
対
句
へ
の
拘
り
が
、
奇
妙
な
表
現
を
作
り
出
す
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

二
、
異
例
な
表
現

　

本
序
の
末
尾
に
本
集
の
制
作
時
期
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

34
永
祚
第
二
庚
寅
之
歳　

永
祚
第
二
庚
寅
の
歳

　
　

35
宮
律
黄
鐘
戊
戌
之
日　

宮
律
黄
鐘
戊
戌
の
日

　

こ
の
表
現
に
つ
い
て
、
山
口（

14
）博は

、

　
　

…
…
（
和
歌
集
の
序
を
列
挙
し
て
）
こ
れ
ら
の
序
と
千
穎
集
の
序

を
比
較
す
る
と
、
古
今
序
の
影
響
が
一
番
強
い
よ
う
で
あ
る
。

…
…

　
　

…
…
千
穎
集
の

　
　
　
　

勒
成
四
巻
。
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と
か

　
　
　
　

于
時
永
祚
第
二
庚
寅
之
歳
。
宮
律
黄
鐘
戊
戌
之
日
。
千
穎
外

戚
甥
舂
米
翁
丸
撰
也

　
　

と
、
真
名
序
の
「
勒
成
二
十
巻
」
と
か
「
于
時
延
喜
五
年
歳
次
乙

丑
四
月
十
五
日
。
臣
貫
之
等
謹
序
」
と
の
類
似
で
あ
る
。

と
指
摘
し
、
芝
崎
正
昭
は
「『
古
今
和
歌
集
』
の
「
于
レ
時
延
喜
五
年

歳
次
乙
丑
四
月
十
五
日
」
を
、
…
…
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と

い（
15
）う。

い
ず
れ
も
古
今
真
名
序
を
学
ん
だ
表
現
と
す
る
が
、
し
か
し
、

本
集
の
年
次
の
示
し
方
は
古
今
真
名
序
と
は
異
な
る
。
古
今
序
の
「
歳

次
乙
丑
（
歳
は
乙
丑
に
次や

ど

る
）」
は
、「
歳
」＝
歳
星
（
木
星
）
の
位
置

に
よ
っ
て
年
を
示
す
方
法
で
あ
る
。

　
「
歳
次
～
」
の
例
は
、
中
国
に
も
、
例
え
ば
「
維
顕
慶
三
年
、
歳
次

戊
午
、
十
月
庚
辰
朔
、
十
一
日
庚
寅
，
皇
帝
若
曰
…
…
（
維
れ
顕
慶
三

年
、
歳
は
次
る
戊
午
、
十
月
庚
辰
の
朔
、
十
一
日
庚
寅
、
皇
帝
若か

く
の

ご
と
く
曰
は
く
…
…
）」（
唐
高
宗
「
冊
二
喬
師
望
涼
州
刺
史
一
文
」
全

唐
文
巻
十
四
）、「
維
至
徳
三
載
、
歳
次
己
亥
、
正
月
甲
戌
朔
、
五
日
戊

寅
、
太
上
皇
若
曰
…
…
（
維
れ
至
徳
三
載
、
歳
は
次
る
己
亥
、
正
月
甲

戌
の
朔
、
五
日
戊
寅
、
太
上
皇
若
く
の
ご
と
く
曰
は
く
…
…
）」（
唐
玄

宗
「
光
天
文
武
大
聖
孝
感
皇
帝
加
号
冊
文
」
全
唐
文
巻
三
十
八
）、「
維

元
和
十
二
年
、
歳
次
丁
酉
、
二
月
二
十
五
日
乙
酉
、
将
仕
郎
守
江
州
司

馬
白
居
易
…
…
（
維
れ
元
和
十
二
年
、
歳
は
次
る
丁
酉
、
二
月
二
十
五

日
乙
酉
、
将
仕
郎
・
守
江
州
司
馬
白
居
易
…（

16
）…）」（
白
居
易
「
祭
二
廬

山
一
文
」
白
氏
文
集
巻
二
十
三
・
1452
）
の
例
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
冒
頭
）。

末
尾
の
例
と
し
て
は
、「
于
レ
時
歳
次
丙
子
、
開
元
二
十
四
年
八
月
、
殺

青
斯
竟
」（
盛
唐
の
張
守
節
「
史
記
正
義
序
」）
が
あ
る
。
日
本
で
は
末

尾
に
あ
る
例
が
頻
出
す
る
。
古
今
序
と
時
代
の
近
い
例
を
あ
げ
れ
ば
、

菅
原
道
真
「
崇
福
寺
綵
錦
宝
幢
記
」（
菅
家
文
草
巻
七
）
の
末
尾
に
「
寛

平
二
年
、
歳
次
庚
戌
十
二
月
四
日
、
散
位
正
五
位
下
菅
原
奉
レ
勅
記
」

と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
歳
」
は
歳
星
の
意
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
本
序
の
「
歳
」
は
、「
日
」
の
対
語
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
「
年
」
の
意
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
今
序
を
手

本
と
し
た
表
現
で
は
な
い
。
本
序
と
同
じ
よ
う
な
、
干
支
＋
「
歳
」
の

例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
ひ
と
ま
ず
道
真
「
奉
二
中
宮
令
旨
一
為
二
第
一

公
主
一
賀
二
卌
齢
一
願
文
」（
菅
家
文
草
巻
十
二
）
の
「
福
業
之
霑
、
薫

修
之
助
、
及
於
無
辺
法
界
、
成
其
一
切
所
求
。
癸
丑
之
歳
、
臘
月
廿
一

日
発
願
文
（
福
業
の
霑
ひ
、
薫
修
の
助
け
、
無
辺
法
界
に
及
び
、
其
の

一
切
求
む
る
所
を
成
さ
む
。
癸
丑
の
歳
、
臘
月
廿
一
日
発
願
文
）」
を

あ
げ
て
お
く
。

　
「
千
穎
集
序
」
の
「
永
祚
第
二
庚
寅
之
歳
」
に
つ
い
て
は
、
古
今
真

名
序
に
倣
っ
た
と
は
い
え
な
い
も
の
の
表
現
と
し
て
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
対
句
「
宮
律
黄
鐘
戊
戌
之
日
」
に
疑
問
が
存
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
山
口
も
芝
崎
も
特
に
問
題
に
し
て
い
な
い
。『
全
釈
』
は
注
を
付

け
て
お
ら
ず
、
こ
の
対
句
全
体
を
「
時
に
永
祚
二
年
十
一
月
二
十
七
日
」

と
訳
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
久
曾
神
昇
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い（

17
）る。

　
　
「
宮
」
は
五
音
「
宮
商
角
徴
羽
」
の
中
声
で
あ
る
。
次
の
「
律
」



― 9 ―

千穎集序をめぐって（滝川）

は
六
律
で
、「
呂
」
す
な
は
ち
六
呂
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
十

二
月
に
配
す
れ
ば
、
六
律
は
、
黄
鐘
（
十
一
月
）、…
…
応
鐘
（
十

月
）
に
な
る
の
で
あ
つ
て
従
つ
て
「
黄
鐘
」
は
十
一
月
で
あ
る
。

　

説
明
と
し
て
大
き
な
問
題
は
な
い
。「
宮
律
」
は
音
律
で
、「
黄
鐘
」

は
十
二
律
の
一
で
あ
る
。
し
か
し
「
宮
律
黄
鐘
」
は
、
音
律
が
「
黄
鐘
」

で
あ
る
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
当
然
な
く
、「
黄
鐘
」
は
、『
礼

記
』
月
令
に
「
仲
冬
之
月
…
…
律
中
黄
鍾
（
仲
冬
の
月
…
…
律
黄
鍾
に

中あ
た

る
）」
と
あ
る
よ
う
に
「
仲
冬
」＝
十
一
月
の
律
に
当
た
り
、
十
一
月

の
異
名
で
あ
る
。
そ
の
点
は
久
曾
神
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。

　
「
黄
鍾
」
を
十
一
月
の
異
名
と
し
て
用
い
た
例
は
見
出
せ
な
い
が
、

他
の
音
律
に
つ
い
て
い
え
ば
、
則
天
武
后
「
大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳

経
序
」（
全
唐
文
巻
九
十
七
）
に
「
粤
以
証
聖
元
年
、
歳
次
乙
未
、
月

旅
姑
洗
、
朔
惟
戊
申
、
以
其
十
四
日
辛
酉
、
於
大
遍
空
寺
、
親
受
筆
削
、

敬
訳
斯
経
（
粤こ

こ

に
証
聖
元
年
、
歳
は
次
る
乙
未
、
月
旅
す
る
姑
洗
、
朔

は
惟
れ
戊
申
、
其
の
十
四
日
辛
酉
な
る
を
以
て
、
大
遍
空
寺
に
於
て
、

親
ら
筆
削
を
受
け
、敬
み
て
斯
の
経
を
訳
す
）」の
例
が
あ
り
、こ
の「
姑

洗
」
は
『
礼
記
』
月
令
に
「
季
春
之
月
…
…
律
中
姑
洗
（
季
春
の
月

…
…
律
姑
洗
に
中
る
）」
と
あ
り
、
三
月
の
律
で
あ
る
。
日
本
の
例
を

あ
げ
れ
ば
、
藤
原
行
家
「
春
日
於
二
朱
雀
院
一
同
詠
二
聞
レ
鶯
遅
帰
一
和
歌

一
首
〈
幷
序
〉」（
本
朝
続
文
粋
巻
十
）
に
「
聖
暦
第
四
之
年
、
夾
鐘
初

三
之
日
、
到
処
何
処
、
朱
雀
院
之
中
庭
、
会
人
誰
人
、
金
鸞
殿
之
上
客

（
聖
暦
第
四
の
年
、
夾
鐘
初
三
の
日
、
到
る
処
は
何
処
ぞ
、
朱
雀
院
の

中
庭
な
り
、
会
ふ
人
は
誰た

れ人
ぞ
、
金
鸞
殿
の
上
客
な
り
）」
と
あ
り
、「
夾

鐘
」
は
『
礼
記
』
月
令
に
「
仲
春
之
月
…
…
律
中
夾
鍾
（
仲
春
の
月

…
…
律
夾
鍾
に
中
る
）」
と
、
二
月
の
律
に
当
た
る
。
ま
た
「
発
心
和

歌
集
序
」
は
末
尾
に
「
于
レ
時
寛
弘
九
載
南
呂
也
」
と
あ
る
。「
南
呂
」

は
、『
礼
記
』
月
令
に
「
仲
秋
之
月
…
…
律
中
南
呂
（
仲
秋
の
月
…
…

律
南
呂
に
中
る
）」
と
あ
り
、
八
月
の
律
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
十
二
律
を
月
の
異
名
と
し
て
用
い
て
お
り
、
音
律
を
表
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
律
」
な
ど
と
い
う
語
と

と
も
に
用
い
て
い
な
い
。
し
か
る
に
本
序
で
は
「
宮
律
黄
鐘
」
と
殊
更

律
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
本
序
の
表
現
は
、
行
家
の
例
を
見

て
も
「
黄
鐘
戊
戌
之
日
」
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、「
永
祚
」

と
い
う
元
号
の
対
語
と
し
て
「
宮
律
」
は
ふ
さ
わ
し
い
と
も
い
え
な
い
。

行
家
の
ご
と
く
「
永
祚
庚
寅
之
歳
、
黄
鐘
戊
戌
之
日
」
で
も
問
題
は
な

か
ろ
う
。
武
后
の
例
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
、「
永
祚
二
年
、
歳
次
庚
寅
、

月
旅
黄
鐘
、
…
…
」
と
で
も
な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
宮
律
」

な
ど
と
い
う
語
を
使
う
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
字

数
を
合
わ
せ
て
対
句
に
し
よ
う
と
し
て
「
宮
律
」
を
付
け
加
え
た
た
め

に
異
例
な
表
現
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
箇
所
を
あ
げ
る
。

　
　

25
昔
有
八
本
之
歌
、
悉
味
万
人
之
口
、　

　
　
　
　
　

昔 

八
本
の
歌
有
り
、
悉
く
万
人
の
口
に
味
は
は
れ
、

　
　

26
今
也
千
穎
之
曲
、
速
断
九
廻
之
腸
。　

　
　
　
　
　

今
や
千
穎
の
曲
、
速す

み
や

か
に
九
廻
の
腸
を
断
つ
。

　

こ
こ
は
、「
八
本
」
が
難
解
で
あ
る
。
現
状
で
は
久
曾
神
の
次
の
見
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解
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　

最
初
の
「
八
本
之
歌
」
は
、
諸
本
一
致
し
て
ゐ
る
が
、
千
穎
の
関

係
よ
り
す
れ
ば
、「
八
木
」
す
な
は
ち
「
米
」
の
析
字
で
あ
ら
う
。

米
が
万
人
に
賞
味
せ
ら
れ
る
意
で
あ
ら
う
。「
千
穎
之
曲
」
は
、

千
穎
の
歌
の
意
で
、
歌
謡
に
見
な
し
て
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。「
速

断
二
九
廻
之
腸
一
」
は
、「
断
腸
」
の
意
を
利
か
せ
た
の
で
あ
る
が
、

米
が
胃
腸
の
中
を
通
過
す
る
意
を
譬
へ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て

米
に
関
係
づ
け
て
ゆ
く
の
で
、
無
理
も
生
ず
る
筈
で
あ
る
。

　

久
曾
神
は
こ
の
対
句
全
体
を
「
米
」
と
関
連
付
け
て
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
析
字
で
「
米
」
を
示
し
て
い
る
と
し
て
も
、「
八
木
」
と
い

う
表
現
だ
け
で
意
味
を
な
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
析
字
の
例
は

漢
詩
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
次
に
あ
げ
る
の
は
菅
原
道
真
の
詩
で
あ
る
。

　
　
　

秋
夜 

離
合

　
　

班
来
年
事
晩　

班あ
か

ち
来
り
て　

年
事
晩お

そ

く

　
　

刀
気
夜
風
威　

刀
気 

夜
風 

威
し

　
　

念
得
秋
多
怨　

念お
も

ひ
得
た
り　

秋
怨
多
き
こ
と
を

　
　

心
王
為
我
非　

心
王　

我
が
為
に
非
な
り

�

（
菅
家
文
草
巻
一
）

　

第
一
句
目
「
班
」
か
ら
第
二
句
目
の
「
刀
」
を
抜
き
、
第
三
句
「
念
」

か
ら
第
四
句
「
心
」
を
抜
き
、
そ
れ
を
合
わ
せ
る
と
「
琴
」
と
い
う
文

字
が
現
れ
る
。「
班
」「
刀
」「
念
」「
心
」
の
組
み
合
わ
せ
で
「
琴
」
を

示
し
て
い
る
の
だ
が
、「
班
」
を
含
め
た
四
字
は
漢
詩
の
中
で
意
味
を

担
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
八
木
之
歌
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
ち
ら
が
析
字
で
「
米
」
を
意
味
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
対
語
の
「
千
穎
」
も
析
字
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
対
句
に
拘
る
本
序
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
は
理
解

で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
析
字
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
25
、
26
以
下
の
文
脈
を
確
認
し
て
お
け
ば
、
27
、
28
で
、
二
代

の
天
皇
の
御
代
を
過
ぎ
た
が
、
今
人
々
は
千
穎
を
知
ら
な
い
、
そ
れ
は

文
王
が
楚
山
の
玉
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
同
じ
だ
、
と
続
い
て
お
り
、

千
穎
の
和
歌
が
優
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
代
の
人
々
が
知
ら
な
い
こ

と
を
歎
い
て
い
る
文
脈
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
こ
の
25
、
26
、
特
に
26
は
千
穎
の
和
歌
を
讃
え
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
で
、
今
の
「
千
穎
」
の
歌
と
昔
の
「
八
本
」
の
歌
と
を

比
較
し
、
昔
は
「
八
本
」
の
歌
が
万
人
に
味
わ
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
、

千
穎
の
歌
が
す
ば
ら
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
と
な
ろ（

18
）う。

　

し
か
も
こ
の
対
句
は
、「
八
」
と
「
千
」、「
万
」
と
「
九
」
と
数
対

を
構
成
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
八
」
は
誤
り
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

の
だ
が
、
そ
の
意
味
で
「
昔
」
か
ら
「
万
人
」
が
知
っ
て
い
る
「
八
」

と
い
う
数
字
の
付
い
た
和
歌
は
何
か
と
い
え
ば
、
想
起
さ
れ
る
の
は
素

戔
嗚
尊
が
詠
ん
だ
「
八
雲
立
つ
」
の
歌
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
八
本
」

は
「
八
雲
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
集
の
序
で
「
八

雲
」
を
誤
写
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
が
、「
千
穎
」
と
い

う
名
前
の
対
語
と
し
て
「
八
雲
」
は
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
対
句
で
は
、
し
か
し
、
26
に
さ
ら
に
問
題
が
あ
る
。
先
ほ
ど
確

認
し
た
文
脈
か
ら
は
、
26
の
「
速
断
九
廻
之
腸
」
は
千
穎
の
和
歌
の
す
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ば
ら
し
さ
を
讃
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
全
釈
』
は
「
速
断
九
廻
之
腸
」
に
つ
い
て
、「「
九
廻
之
腸
」
は
、

甚
だ
憂
悶
し
て
、
腸
が
幾
度
も
廻
転
す
る
、
憂
悶
の
甚
だ
し
い
こ
と
の

形
容
。
…
…
。
久
曾
神
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
さ

ら
に
「
断
腸
」
の
意
を
も
利
か
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
断
腸
」
は

は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
を
表
す
」
と
語
釈
を
付
し
、

「
即
座
に
憂
悶
甚
だ
し
く
、
は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
の
思
い
に
と

ら
わ
れ
る
」
と
通
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
千
穎
の
歌
が
甚
だ
し
い
憂

悶
を
か
き
立
て
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
向
だ
と
、
昔

は
「
八
本
」
の
歌
が
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
今
は
千
穎
の
歌
が
憂
悶

を
か
き
立
て
て
い
る
と
な
り
、
千
穎
の
和
歌
を
称
揚
す
る
文
脈
と
し
て

は
疑
問
が
残
る
。

　

し
か
し
、「
断
腸
」
に
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
称
揚
の

文
脈
で
用
い
ら
れ
る
例
が
あ（

19
）る。
菅
原
道
真
「
九
月
十
日
」（
菅
家
後
集
）

の
例
は
著
名
で
あ
ろ
う
。

　
　

去
年
今
夜
侍
清
涼　

去
年
の
今
夜　

清
涼
に
侍
す

　
　
　
　
〈
御
在
所
殿
名
〉　
〈
御
在
所
の
殿
名
な
り
〉

　
　

秋
思
詩
篇
独
断
腸　

秋
思
の
詩
篇　

独
り
腸
を
断
つ

　
　
　
　
〈
勅
賜
秋
思
賦
之
。
臣
詩
多
述
所
憤
〉

　
　
　
　
　

�〈�

勅
し
て
秋
思
を
賜
り
て
之
を
賦
す
。
臣
が
詩
多
く
憤
る

所
を
述
ぶ
〉

　
　

恩
賜
御
衣
今
在
此　

恩
賜
の
御
衣 

今
此
に
在
り

　
　

捧
持
毎
日
拝
餘
香　

捧
げ
持
ち
て 

毎
日 

餘
香
を
拝
す

　
　
　
　
〈
宴
終
晩
頭
賜
御
衣
。
今
随
身
在
笥
中
、
故
云
〉

 　
　
　
　
　

�〈�

宴
終
の
晩
頭
御
衣
を
賜
は
る
。
今
身
に
随
て
笥
中
に
在

り
、
故
に
云
ふ
〉

　

第
二
句
目
に
あ
る
「
断
腸
」
は
、
一
般
的
に
は
、
道
真
の
「
秋
思
の

詩
篇
」
に
表
れ
た
腸
を
断
つ
よ
う
な
憂
憤
だ
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
堀
誠

は
そ
れ
を
否
定
し
、「
そ
の
場
に
ま
し
ま
す
帝
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
感

動
さ
せ
た
の
意
味
に
解
さ
れ
な
い
か
」
と
論
じ（

20
）る。

そ
し
て
、
道
真
の

他
の
詩
に
悲
し
み
や
憂
い
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
例
を
あ
げ
て
い（

21
）る。

堀
の
あ
げ
る
次
の
例
な
ど
は
分
か
り
や
す
い
。

　
　

一
種
薔
薇
架　

一
種
の
薔
薇
架

　
　

芳
花
次
第
開　

芳
花 

次
第
に
開
く

　
　
　

…
…

　
　

愛
看
腸
欲
断　

愛
し
看
て 

腸
断
え
む
と
欲す

　
　

日
落
不
言
廻　

日
落
つ
る
も
廻
ら
む
と
言
は
ず

�

（「
薔
薇
」
菅
家
文
草
巻
五
）

　

次
々
と
開
い
て
い
く
芳
し
い
薔
薇
を
見
て
、
日
が
落
ち
て
も
帰
ろ
う

と
は
い
わ
な
い
と
終
わ
る
の
だ
が
、
そ
の
前
句
に
「
腸
断
え
む
と
欲
」

と
あ
る
こ
の
表
現
を
、
薔
薇
を
見
て
か
き
立
て
ら
れ
た
悲
し
み
と
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
薔
薇
を
見
た
感
動
が
「
断
腸
」
で
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
腸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
衝
撃
・
感
動
を
示
し

て
い
る
と
堀
は
い
う
。
こ
う
し
た
用
法
が
六
朝
・
唐
詩
に
見
ら
れ
る
こ

と
も
堀
は
指
摘
す
る
。
堀
が
上
げ
て
い
な
い
例
と
し
て
は
、
白
居
易
の

次
の
作
も
、
そ
う
し
た
方
向
の
例
と
し
て
理
解
で
き
る
。
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牆
頭
馬
上
遙
相
顧　

牆
頭 

馬
上 

遙
か
に
相
顧
る

　
　

一
見
知
君
即
断
腸　

一
見
し
て
知
る 

君
即
ち
腸
を
断
つ
を

　
　

知
君
断
腸
共
君
語　

君
の
腸
を
断
つ
を
知
り　

君
と
共
に
語
る

　
　

君
指
南
山
松
柏
樹　

君 

南
山
の
松
柏
の
樹
を
指
す

�

（「
井
底
引
二
銀
瓶
一
」
白
氏
文
集
巻
四
・
0164
）

　
「
牆
頭
」
と
「
馬
上
」
か
ら
お
互
い
を
認
め
た
男
女
の
姿
が
描
か
れ

る
が
、
一
目
見
て
あ
な
た
が
「
腸
を
断
つ
」
の
を
知
り
、
そ
の
あ
な
た

と
語
り
、
あ
な
た
が
「
松
柏
の
樹
」
を
指
さ
し
て
、
変
わ
ら
な
い
心
を

示
す
と
続
く
わ
け
だ
が
、
こ
の
「
断
腸
」
は
女
に
対
す
る
男
の
恋
心
で

あ
る
。
切
な
い
恋
心
を
「
断
腸
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
憂
憤
や
悲
し
み
以
外
の
例
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
堀

も
指
摘
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
既
に
『
万
葉
集
』
3835
の
左
注
に
次
の

例
が
あ
る
。

　
　

今
日
遊
行
見
勝
間
田
池
。
水
影
濤
々
、
蓮
花
灼
々
。
𪫧𪫧
怜
断
腸
、

不
可
得
言
。

　
　
　
　

今
日
遊
行
し
て
勝
間
田
池
を
見
る
。
水
影
濤
々
、
蓮
花
灼
々

な
り
。
𪫧𪫧
怜
腸
を
断
ち
、
得
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
。

　

勝
間
田
池
の
蓮
の
す
ば
ら
し
さ
を
「
𪫧𪫧
怜
断
腸
」
で
言
葉
に
で
き
な

い
、
と
称
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
26
の
「
断
腸
」
も
、
人
の
心
を
締
め
付
け

る
よ
う
な
感
動
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
つ
ま
り
、
25
、

26
の
対
句
は
、
昔
は
「
八
本
」（
八
雲
？
）
の
歌
が
あ
っ
て
人
口
に
膾

炙
し
楽
し
ま
れ
て
い
た
し
、
今
は
千
穎
の
歌
が
人
々
を
感
動
さ
せ
る
の

だ
と
い
う
内
容
と
な
り
、
27
以
後
に
文
脈
が
整
然
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
26
が
「
断
腸
」
で
は
な
く
「
断
九

廻
之
腸
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
九
廻
腸
」
も
漢
詩
文
で

は
よ
く
見
ら
れ
、
恐
ら
く
本
序
は
、
そ
れ
と
「
断
腸
」
を
組
み
合
わ
せ

て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
九
廻
腸
」
は
、
漢
の
司
馬
遷
「
報
二
任
少
卿
一
書
」（
文
選
巻
四
十
一
）
に
、

　
　
　

亦
何
面
目
復
上
父
母
丘
墓
乎
。
雖
累
百
世
、
垢
彌
甚
耳
。
是
以

腸
一
日
而
九
迴
、
居
則
忽
忽
若
有
所
亡
、
出
則
不
知
其
所
往
。

　
　
　
　

亦
何
の
面
目
あ
り
て
復ま

た

父
母
の
丘
墓
に
上
ら
む
や
。
百
世
を

累か
さ

ぬ
と
雖
も
、
垢
彌

い
よ
い
よ

甚
し
き
の
み
。
是
を
以
て
腸
一
日
に

し
て
九
廻
し
、
居
て
は
則
ち
忽
忽
と
し
て
亡
き
所
有
る
若
く
、

出
で
て
は
則
ち
其
の
往
く
所
を
知
ら
ず
。

と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
何
の
面
目
が
あ
っ
て
、
父
母
の
墓
に
詣
で
ら
れ

よ
う
か
、
百
世
を
重
ね
て
も
、
こ
の
「
垢
」（
恥
辱
）
は
甚
だ
し
く
な

る
だ
け
だ
、
だ
か
ら
腸
が
一
日
に
何
度
も
捻
れ
、
家
に
い
る
と
き
は

「
忽ぼ

ん
や
り忽

」
と
し
て
失
っ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
い
、
外
に
出
る
時
は

行
く
当
て
も
な
い
と
い
う
。
恥
辱
の
た
め
に
腸
が
「
九
」
度
も
「
廻ね

じ

」

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
強
い
憂
悶
を
示
し
て
い
る
。「
九
廻
腸
」
に

つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
憂
悶
や
悲
し
み
の
心
情
を
示
す
例
ば
か
り
で
あ

る
。
梁
簡
文
帝
「
応
令
詩
」（
藝
文
類
聚
巻
二
十
八
・
遊
覧
）
の
「
望

邦
畿
兮
千
里
曠
、
悲
遙
夜
兮
九
廻
腸
（
邦
畿
を
望
み
て
千
里
曠ひ

ろ

く
、
遙

夜
を
悲
み
て
九
廻
の
腸
）」
は
、「
遙
夜
」（
長
い
夜
）
を
悲
し
ん
で
幾

度
も
腸
が
捻
れ
る
の
だ
し
、
白
居
易
「
長
相
思
」（
白
氏
文
集
巻
十
二
・
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0589
）
の
「
思
君
春
日
遅
、
一
日
腸
九
廻
（
君
を
思
じ
て
春
日
遅
く
、
一

日 
腸 
九
廻
す
）」
は
、
離
れ
て
会
え
な
い
男
を
思
い
、
恋
い
焦
が
れ
て
、

腸
が
幾
度
も
捻
れ
る
よ
う
に
悲
し
い
と
い（

22
）う。
日
本
の
例
で
も
、
菅
原

道
真
「
月
夜
翫
二
桜
花
一、
各
分
二
一
字
一、
応
令
一
首
〈
得
レ
開
〉」（
菅
家

文
草
巻
五
）
の
「
応
因
兎
魄
見
花
鰓
、
更
恐
春
腸
過
九
廻
（
応
に
兎
魄

に
因
り
て 

花
鰓
を
見
る
べ
し
、
更
に
恐
る
ら
く
は 

春
腸 

九
廻
を
過
ぐ

る
を
）」
は
、「
九
廻
」
を
「
過
」
ぎ
る
「
腸
」
を
「
恐
」
れ
る
と
あ
る

よ
う
に
、「
九
廻
」「
腸
」
は
悲
し
み
の
心
情
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
用
例
を
見
て
も
、
感
動
を
す
る
な
ど
プ
ラ
ス
の
心
情
を

示
す
例
は
見
出
せ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
憂
悶
・
悲
し
み
の
心
情
を
示
す

の
が
、「
九
廻
腸
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
断
」
つ
と
い
う
の
が
本

序
の
表
現
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
、
極
め
て
甚
だ

し
い
悲
し
み
を
象
徴
す
る
「
九
廻
腸
」
を
さ
ら
に
断
ち
切
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
非
常
な
悲
し
み
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
例
の
よ
う
に
、「
九
廻
腸
」と「
断
腸
」を
組
み
合
わ
せ
た
例
は
中
々

見
出
せ
な
い
の
だ
が
、
元
稹
に
以
下
の
用
例
が
あ
る
。

　
　

欲
識
九
廻
腸
断
処　

識
ら
む
と
欲
す　

九
廻
の
腸
断
ゆ
る
処

　
　

潯
陽
流
水
九
条
分　

潯
陽
の
流
水　

九
条
に
分
る

�

（「
送
二
致
用
一
」
元
氏
長
慶
集
巻
十
八
）

　
「
致
用
」（
李
景
倹
）
を
送
る
詩
だ
が
、
そ
の
別
れ
の
つ
ら
さ
＝「
九

廻
腸
断
処
」
を
知
り
た
い
の
な
ら
…
…
と
い
う
。「
九
廻
腸
」
の
「
廻
」

は
廻
転
す
る
、
ね
じ
れ
る
意
の
動
詞
で
、
元
稹
の
例
は
、
回
数
を
表
す

量
詞
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
別
れ
の
悲
し
み
の
甚
だ
し
さ
を
い
う
。

　

と
す
れ
ば
、
本
序
の
例
も
憂
悶
や
悲
し
み
の
甚
だ
し
さ
を
い
う
表
現

と
な
る
。
本
序
で
は
千
穎
の
歌
を
称
揚
し
て
い
る
文
脈
な
の
で
、
こ
の

よ
う
な
解
釈
で
は
合
わ
な
い
の
だ
が
、「
速
断
」
と
い
う
表
現
か
ら
勘

案
す
る
と
、
千
穎
の
歌
は
、「
九
廻
腸
」
が
示
す
よ
う
な
甚
だ
し
い
悲

し
み
を
も
、「
速

す
み
や
か

」
に
「
断
」
ち
切
る
と
い
う
意
を
示
そ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
。
但
し
、
用
例
か
ら
考
え
て
も
そ
の
よ
う
な
理
解
は
困

難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
表
現
を
も
っ
て
こ
う
し
た
内
容
を
示
そ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
理
な
文
章
だ
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
無
理
の
あ
る
文
章
と
な
っ
た
の
も
、
対
句
を
構
成
し
よ

う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
久
曾
神
は
米
に
関
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
無

理
な
表
現
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
対
句
は
再
掲
す
れ
ば
、

　
　

昔
有
八
本
之
歌
、
悉
味
万
人
之
口
、

　
　

今
也
千
穎
之
曲
、
速
断
九
廻
之
腸
。

と
、「
八
」と「
千
」、「
万
」と「
九
」と
数
対
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
口
」

「
腸
」
も
人
体
に
関
わ
る
対
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
昔
」「
今
」、「
悉
」「
速
」

の
対
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
密
接
な
対
句
を
作
り
た
い
が
た
め
に
無
理

の
あ
る
表
現
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
二
箇
所
の
対
句
を
取
り
上
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
対
句
を
作
ろ

う
と
し
た
た
め
に
無
理
な
文
章
と
な
っ
て
い
た
。
前
節
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
本
序
は
対
句
を
作
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
る
。
そ
の
強
い
意
志

が
却
っ
て
無
理
な
表
現
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
意
味
を
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
し
作
者
が
、
漢
文
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
文
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章
は
書
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
出
典
の
問
題

　

漢
文
の
文
章
と
し
て
は
典
拠
を
踏
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
点

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

29
に
「
楚
山
之
玉
」
の
故
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
如
く
卞

和
の
故
事
で
あ
る
。
久
曾
神
昇
が
既
に
「
今
更
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
名

高
い
和
氏
之
璧
の
故
事
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、『
韓
非
子
』
の
文
章
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、『
全
釈
』
は
「
楚
人
、
和
氏
は
宝
石
の
原
石
を

山
中
で
見
つ
け
、
二
代
に
わ
た
る
王
に
そ
の
石
を
奉
っ
た
が
い
ず
れ
に

も
石
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
足
を
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
三

代
目
の
文
王
に
な
っ
て
よ
う
や
く
石
が
宝
石
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
石
は
「
和
氏
の
璧
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
」
と
故
事
を
要
約
し

て
い
る
。
こ
れ
は
『
韓
非
子
』
の
故
事
の
要
約
と
し
て
誤
っ
て
は
い
な

い
が
、
こ
の
故
事
を
本
序
に
適
用
す
る
と
奇
妙
な
こ
と
に
な
る
。
本
序

は
二
代
に
亙
っ
て
人
々
が
千
穎
を
知
ら
な
い
こ
と
を
「
是
れ
猶 
文
王

の
楚
山
の
玉
を
知
ら
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
」
と
記
し
て
お
り
、
千
穎
の

歌
を
人
々
が
知
ら
な
い
こ
と
を
、「
文
王
」
が
玉
を
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
と
同
じ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、『
全
釈
』
の
要
約
の
通
り
、

『
韓
非
子
』
で
は
、
文
王
は
「
璧
」
の
価
値
を
理
解
し
て
い
る
。
本
序

と
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

卞
和
の
故
事
を
検
証
す
る
と
、『
蒙
求
』（
古
注
）
で
は
異
な
っ
た
話

柄
と
な
っ
て
い
る
。
最
古
写
本
の
国
立
故
宮
博
物
館
蔵
本
の
「
卞
和
泣

玉
」
か
ら
引
用
す（

23
）る。

　
　

韓
詩
、
楚
人
卞
和
、
得
玉
璞
於
山
中
、
献
武
王
。
々
使
玉
人
相
之

曰
、
石
也
。
王
怒
刖
其
左
足
。
後
文
王
即
位
。
又
献
之
王
。
々
使

玉
人
相
之
曰
〔「
石
」
脱
カ
〕
也
。
刖
其
右
足
。
後
成
王
即
位
。

和
抱
其
璞
哭
楚
山
之
下
三
日
三
夜
、
泣
尽
継
之
以
血
。
成
王
使
玉

人
治
之
。
乃
得
其
宝
焉
。
名
曰
和
氏
之
璧
也
。

　
　
　
　

韓
詩
、
楚
人
卞
和
、
玉
璞
を
山
中
に
得
、
武
王
に
献
る
。
王 

玉
人
を
し
て
之
を
相
せ
し
む
る
に
曰
は
く
、
石
な
り
と
。
王

怒
り
て
其
の
左
足
を
刖あ

し
き

る
。
後
に
文
王
即
位
す
。
又
之
を

王
に
献
る
。
王 

玉
人
を
し
て
之
に
相
せ
し
む
る
に
曰
は
く
、

〔「
石
」
脱
カ
〕
な
り
と
。
其
の
右
足
を
刖
る
。
後
に
成
王
即

位
す
。
和 

其
の
璞
を
抱
き
て
楚
山
の
下
に
哭
す
る
こ
と
三

日
三
夜
、
泣な

み
だ

尽
き
て
之
に
継
ぐ
に
血
を
以
て
す
。
成
王
玉

人
を
し
て
之
を
治
め
し
む
。
乃
ち
其
の
宝
を
得
た
り
。
名
づ

け
て
和
氏
の
璧
な
り
と
曰
ふ
。

　
『
蒙
求
』で
は
、武
王
、文
王
の
二
代
が
和
氏
の
璞
を
石
と
し
足
を
切
っ

た
が
、三
代
目
の
成
王
が
そ
の
価
値
を
認
め
た
の
で
あ
る
。二
代
に
亙
っ

て
千
穎
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
文
王
が
璞
の
価
値
を
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
と
重
ね
る
の
で
あ
れ
ば
、『
蒙
求
』
所
引
の
故
事
が
ふ
さ

わ
し
い
。

　

本
序
に
は
他
に
も
漢
故
事
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
『
蒙
求
』

か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
10
「
膠
漆
」
は
対
語
「
親
昵
」
と
同
様
、

親
し
い
こ
と
を
示
す
が
、『
蒙
求
』「
陳
雷
膠
漆
」
に
以
下
の
説
話
を
引
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く
。

　
　

後
漢
書
、
雷
義
、
字
仲
公
、
予
章
人
也
。
与
陳
重
為
友
情
如
兄
弟
。

時
人
語
云
、（

24
）膠漆
雖
堅
不
如
陳
与
雷
二
人
。
仕
並
為
郡
守
也
。

　
　
　
　

後
漢
書
、
雷
義
、
字
仲
公
、
予
章
の
人
な
り
。
陳
重
と
友
情

を
為
す
こ
と
兄
弟
の
如
し
。
時
人
語
り
て
云
ふ
、
膠
漆 

堅

し
と
雖
も
陳
と
雷
二
人
に
如
か
ず
と
。
仕
へ
て
並
び
に
郡
守

と
為
る
な
り
。

　

ま
た
、
13
「
編
柳
」、
そ
の
対
語
14
「
集
蛍
」
は
苦
学
す
る
こ
と
を

い
う
が
、
い
ず
れ
も
『
蒙
求
』
に
見
え
る
。
前
者
は
、「
文
宝
輯
柳
」

で
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

楚
国
先
賢
伝
、
孫
敬
、
字
文
宝
、
至
洛
陽
在
大
学
左
右
。
得
一
小

屋
安
止
母
。
然
後
入
学
編
楊
柳
為
簡
、
以
写
経
。
睡
懸
頭
於
梁
。

　
　
　
　

楚
国
先
賢
伝
、
孫
敬
、
字
文
宝
、
洛
陽
に
至
り
て
大
学
の
左

右
に
在
り
。
一
小
屋
を
得
て
母
を
安
止
す
。
然
る
後
に
学
に

入
り
て
楊
柳
を
編
み
て
簡
と
為
し
、
以
て
経
を
写
す
。
睡
る

に
頭
を
梁
に
懸
く
。

　

後
者
は
「
車
胤
聚
蛍
」
で
あ
る
。

　
　

宋
略
、
車
胤
、
字
武
子
、
河
東
人
。
好
読
書
。
家
貧
無
油
、
聚
蛍

火
以
絹
袋
盛
之
継
日
焉
。
後
桓
温
在
荊
州
辟
為
従
事
。
進
爵
臨
湘

侯
也
。

　
　
　
　

宋
略
、
車
胤
、
字
武
子
、
河
東
の
人
な
り
。
好
み
て
書
を
読

む
。
家
貧
に
し
て
油
無
く
、
蛍
火
を
聚
め
て
絹
袋
を
以
て
之

を
盛
り
て
日
に
継
ぐ
な
り
。
後
に
桓
温
荊
州
に
在
る
と
き
辟め

さ
れ
て
従
事
と
為
る
。
爵 

臨
湘
侯
に
進
む
な
り
。

　

こ
れ
ら
の
表
現
は
、『
蒙
求
』
か
ら
取
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ（
25
）る。
な
お
「
膠
漆
」
は
『
世
俗
諺
文
』
に
も
見
え
て
お
り
、
当
時
、

人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
専
門
に
学
ん
だ
儒

家
で
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
故
事
を
引
く
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
『
蒙
求
』
は
、
李
瀚
自
序
冒
頭
に
「
周
易
曰
、
有
童
蒙
求

我
之
義
。
李
子
以
其
文
砕
、
不
敢
軽
伝
達
識
、
所
務
訓
蒙
而
已
（
周
易

に
曰
は
く
、
童
蒙 

我
に
求
む
る
義
有
り
と
。
李
子
其
の
文
を
以
て
砕
き
、

敢
へ
て
軽
く
達
識
に
伝
へ
ず
、
務
む
る
所
は
訓
蒙
な
る
の
み
）」
と
あ

る
よ
う
に
、
童
蒙
に
訓お

し

え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。
既
に
指
摘
が
あ
る
よ

う（
26
）に、
日
本
で
最
初
に
見
ら
れ
る
蒙
求
受
容
の
資
料
は
、『
日
本
三
代

実
録
』
元
慶
二
年
八
月
二
十
五
日
条
で
、
九
歳
の
貞
保
親
王
の
読
書
記

事
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
都
良
香
に
拠
る
詩
序
が
『
本
朝
文
粋
』
に
見
え
る
が
、「
以

老
成
之
量
、
致
童
蒙
之
求
。
誰
其
擊
之
者
、
橘
広
相
是
也
（
老
成
の
量

を
以
て
、
童
蒙
の
求
を
致
す
。
誰
か
其
れ
之
を
擊
つ
者
、
橘
広
相
是
れ

な
り
）」（
都
良
香
「
八
月
廿
五
日
第
四
皇
子
於
二
飛
香
舍
一
従
二
吏
部
橘

侍
郎
広
相
一
始
受
二
蒙
求
一
便
引
二
文
人
一
命
レ
宴
賦
レ
詩
」
本
朝
文
粋
巻

九
・
264
）
と
あ
っ
て
、「
童
蒙
」
を
「
撃
」
つ
た
め
に
橘
広
相
が
『
蒙
求
』

を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
幼
学
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
本
序
に
『
蒙
求
』
か
ら
の
故
事
引
用
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
作

者
が
こ
れ
を
学
ん
だ
こ
と
を
証
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
経
書
、
史
書
か

ら
の
故
事
引
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
知
識
を
暗
示
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
幼
学
書
か
ら
の
引
用
が
確
か
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ

と
は
違
う
レ
ベ
ル
の
典
拠
を
用
い
た
表
現
も
本
序
に
は
存
す
る
。
30
～

33
で
あ
る
。

　
　

千
穎
優
長
、
莫
過
於
歌
。　�

千
穎
の
優
長
な
る
、
歌
に
過
ぐ
る
は

莫
し
。

　
　

春
夏
秋
冬
、
乗
興
杖
酔
、　

春
夏
秋
冬
、
興
に
乗
じ
酔
に
杖よ

り
、

　
　

贈
答
和
歌
、
自
然
滋
衆
。　

贈
答
の
和
歌
、
自
然
に
滋
く
衆お

ほ

し
。

　
　

紙
筆
所
存
、
凡
数
百
首
。
勒
成
四
巻
。　

紙
筆
の
存
す
る
所
、
凡
そ
数
百
首
。
勒
し
て
四
巻
と
成
す
。

　

芝
崎
は
30
～
33
を
「『
古
今
和
歌
集
』
の
序
文
の
構
成
に
準
じ
て
」

作
ら
れ
た
と
い
う
。
構
成
自
体
は
そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
な
く
も
な
い

が
、
こ
の
文
章
は
明
ら
か
に
基
づ
く
出
典
が
あ
る
。
白
居
易
「
劉
白
唱

和
集
解
」（
白
氏
文
集
巻
六
十
・
2930
）
で
あ
る
。『
劉
白
唱
和
集
』
の
編

纂
を
示
し
た
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　

一
二
年
来
、
日
尋
筆
硯
、
同
和
贈
答
、
不
覚
滋
多
。
至
太
和
三
年

春
以
前
、
紙
墨
所
存
者
、
凡
一
百
三
十
八
首
。
其
餘
乗
興
扶
酔
、

率
然
口
号
者
、
不
在
此
数
。
因
命
小
姪
亀
児
編
録
、
勒
成
両
巻
。

　
　
　
　

一
二
年
来
、
日ひ

び

に
筆
硯
を
尋
ね
、
同
和
贈
答
、
覚
え
ず
滋
く

多
し
。
太
和
三
年
春
以
前
に
至
り
て
、
紙
墨
の
存
す
る
所
は
、

凡
そ
一
百
三
十
八
首
。
其
の
餘
は
興
に
乗
じ
て
酔
を
扶た

す

け
、

率
然
と
し
て
口
号
す
る
者
、
此
の
数
に
在
ら
ず
。
因
り
て
小

姪
亀
児
に
命
じ
て
編
録
せ
し
め
、
勒
し
て
両
巻
と
成
す
。

　

31
の
「
乗
興
杖
酔
」
は
「
乗
興
扶
酔
」
と
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
見

え
、
32
の
「
贈
答
和
歌
、
自
然
滋
衆
」
は
、「
同
和
贈
答
、
不
覚
滋
多
」

に
重
な
る
。
33
の
「
紙
筆
所
存
、
凡
数
百
首
。
勒
成
四
巻
」
は
「
紙
墨

所
存
者
、
凡
一
百
三
十
八
首
。
…
…
勒
成
両
巻
」
と
同
じ
構
成
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
千
穎
集
』の
編
纂
を
記
述
す
る
部
分
は
明
ら
か
に「
劉

白
唱
和
集
解
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
編
纂
を
語
る
最
初
の

部
分
、
30
「
千
穎
優
長
、
莫
過
於
歌
」
も
こ
の
「
解
」
を
踏
ま
え
た
表

現
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
前
掲
部
分
に
該
当
箇
所
は
な
く
、
そ
の
後
、

劉
禹
錫
の
文
才
を
称
え
た
「
夢
得
、
夢
得
、
文
之
神
妙
、
莫
先
於
詩
。

若
妙
与
神
、
則
吾
豈
敢
如
夢
得
（
夢
得
、
夢
得 

文
の
神
妙
は
、
詩
よ

り
先
ん
ず
る
は
莫
し
。
妙
と
神
の
若
き
は
、
則
ち
吾
豈
敢
へ
て
夢
得
に

如
か
む
や
）」
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
本
「
解
」
で
は
、

劉
禹
錫
に
「
夢
得
よ
夢
得
よ
」
と
呼
び
か
け
、「
文
」
の
中
で
「
神
妙
」

な
の
に
は
、「
詩
」
以
上
の
も
の
は
な
い
、
私
（
白
居
易
）
は
「
神
」

も
「
妙
」
も
劉
禹
錫
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
本
序
は
「
千

穎
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
和
歌
以
上
の
も
の
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、

同
じ
く
称
揚
す
る
文
脈
だ
と
は
い
え
、
異
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
序
が
「
劉
白
唱
和
集
解
」
を
踏
ま
え
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
劉
白
唱
和
集
解
」
は
、『
蒙
求
』
の
よ

う
な
幼
学
書
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
「
解
」
の
利
用
は
、『
蒙
求
』

引
用
と
は
異
な
り
、
本
序
作
者
が
『
白
氏
文
集
』
を
読
ん
で
い
た
証
左

に
な
り
、
専
門
の
儒
家
と
ま
で
は
い
え
な
く
と
も
、
漢
詩
文
に
親
し
ん

で
い
る
者
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
劉
白
唱
和
集
解
」
は
、
三
木
雅
博
に
よ
り
、
専
門



― 17 ―

千穎集序をめぐって（滝川）

の
儒
家
は
も
ち
ろ
ん
、
下
層
官
吏
に
も
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
節
を
改
め
て
三
木
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
を
続

け
よ
う
。四

、
通
底
す
る
仲
文
章

　

三
木
雅（

27
）博は

、
平
安
朝
に
お
け
る
「
劉
白
唱
和
集
解
」
の
受
容
を
論

じ
て
、「
平
安
朝
の
文
人
」
が
「
交
友
」（
詩
人
同
士
の
得
が
た
い
交
友

関
係
を
築
き
上
げ
た
こ
と
を
記
す
箇
所
へ
の
着
目
）
と
「
讃
美
」（
才

能
を
褒
め
讃
え
る
箇
所
へ
の
着
目
）
の
二
つ
の
面
か
ら
と
ら
え
て
い
た

こ
と
を
跡
づ
け
て
い
る
。
そ
の
「
解
」
が
『
仲
文
章
』
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。
三
木
に
よ
れ
ば
、「『
仲
文
章
』
は
、
…
…
お
よ
そ
平
安
中
後
期
、

十
一
世
紀
に
成
立
し
た
と
想
定
さ
れ
、
和
習
を
帯
び
た
四
六
駢
儷
文
く0

ず
れ
0

0

の
漢
文
体
で
書
か
れ
た
教
訓
書
」
で
あ
る
。
そ
の
『
仲
文
章
』
が

「
劉
白
唱
和
集
解
」
を
踏
ま
え
た
表
現
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

白
居
禹
錫
、
詩
毫
者
也
。
其
体
森
然
、
敢
少
当
。

　
　
　
　

白
居 

禹
錫
、
詩
の
毫
な
る
者
な
り
。
其
の
体
森
然
と
し
て
、

敢
へ
て
当
た
る
も
の
少
し
。

�

（『
仲
文
章
』
学
業（

28
）篇）

　

右
の
文
章
は
、
白
居
易
と
劉
禹
錫
の
詩
を
称
え
た
文
章
だ
が
、「
劉

白
唱
和
集
解
」
の
「
彭
城
劉
夢
得
、
詩
豪
者
也
。
其
鋒
森
然
、
少
敢
当

者
（
彭
城
の
劉
夢
得
、
詩
の
豪
な
る
者
な
り
。
其
の
鋒
森
然
と
し
て
、

敢
へ
て
当
る
者
少
し
）」
を
踏
ま
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
三

木
の
い
う
「
讃
美
」
の
側
面
で
の
受
容
で
あ
り
、
三
木
が
既
に
指
摘
す

る
通
り
、
こ
の
部
分
は
源
孝
道
「
感
三
勘
解
藤
相
公
賢
郎
茂
才
、
蒙
二

課
試
之
綸
旨
一、
聊
呈
二
鄙
懷
一
」（
本
朝
麗
藻
巻
下
・
133
）
の
「
相
公
本

是
道
英
雄
、
材
翰
森
然
文
亦
工
（
相
公
本
よ
り
是
れ
道
の
英
雄
、
材
翰

森
然
と
し
て
文
亦
工た

く
み

な
り
）」
で
、「
相
公
」
の
詩
才
を
称
え
る
の
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
解
」
の
讃
美
に
着
目
し
た
表
現
が
、

平
安
朝
の
儒
家
の
作
品
及
び
「
漢
文
く
ず
れ
」
の
教
訓
書
『
仲
文
章
』

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、「
千
穎
集
序
」
の
「
千
穎
優
長
、
莫
過
於
歌
」
も
劉
禹
錫

の
詩
才
を
称
え
た
「
夢
得
、
夢
得
文
之
神
妙
、
莫
先
於
詩
」
を
踏
ま
え

た
表
現
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
千
穎
集
序
」
も
こ
れ
ら
と
同
じ
流
れ

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
劉
白
唱
和
集
解
」

を
踏
ま
え
た
表
現
を
持
つ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
序
作
者
が
漢
詩
文
に
精

通
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
千
穎
集
序
」
で
は
、「
劉
白
唱
和
集
解
」
の
編
纂
を
記
す
箇
所
を
踏

ま
え
て
い
た
。
こ
の
辺
り
の
受
容
は
他
に
は
な
か
な
か
見
出
せ
な
い
の

だ
が
、
31
「
乗
興
杖
酔
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　

次
々
人
達
、
乗
興
杖
酔
、
読
和
歌
。
乗
月
各
々
分
散
。

　
　
　
　

次
々
の
人
達
、
興
に
乗
じ
て
酔
に
杖
り
、
和
歌
を
読
む
。
月

に
乗
じ
て
各
々
分
散
す
。

�

（
小
右
記
長
和
三
年
十
月
五
日
条
）

　
　

是
夕
也
、
雲
客
風
人
、
乗
興
杖
酔
、
会
遊
于
源
納
言
之
水
閣
焉
。

　
　
　
　

是
の
夕
や
、
雲
客
風
人
、
興
に
乗
じ
て
酔
に
杖
り
、
源
納
言

の
水
閣
に
会
遊
す
。
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�

（
藤
原
明
衡
「
秋
夜
同
詠
二
華
菊
臨
一レ
水
応
教
和
歌
〈
幷
序
〉」�

本
朝
続
文
粋
巻
十
）

　

い
ず
れ
も
本
序
よ
り
も
新
し
い
例
に
な
る
が
、
本
序
の
「
乗
興
杖
酔
」

と
同
じ
表
現
で
あ
る
。「
千
穎
集
序
」か
ら
取
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、「
劉

白
唱
和
集
解
」
を
学
ん
だ
表
現
と
判
断
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
儒
家
明

衡
の
和
歌
序
と
古
記
録
で
あ
る
『
小
右
記
』
と
い
う
、
漢
文
と
し
て
性

格
が
異
な
る
文
章
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、「
解
」
の
表
現
は
、
儒
家
た
ち
が
用
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
下
層

官
吏
の
作
か
と
さ
れ
る
漢
文
や
、
い
わ
ゆ
る
古
記
録
＝
変
体
漢
文
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、「
解
」
の
幅
広
い
受
容
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
劉
白
唱
和
集
解
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
本
序
の

作
者
が
漢
詩
文
に
精
通
し
て
い
る
と
は
や
は
り
い
え
な
い
。
故
事
の
引

用
が
幼
学
的
な
『
蒙
求
』
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
儒
家
的

な
立
場
に
い
る
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
三
木
が
『
仲
文
章
』
に
つ
い
て
「
和

習
を
帯
び
た
四
六
駢
儷
文
く
ず
れ

0

0

0

の
漢
文
体
で
書
か
れ
た
教
訓
書
」
と

述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
黒
田（

29
）彰も
『
仲
文
章
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。

　
　

そ
の
対
句
の
内
容
が
非
常
に
難
解
と
す
べ
き
も
の
の
多
い
点
は
、

成
立
の
古
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
無
理
に
対
句
仕
立
て
に
し
よ

う
と
し
て
、
却
っ
て
意
を
捉
え
難
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
面
の
あ

る
こ
と
も
確
か
で
、
仲
文
章
が
通
常
私
達
が
目
に
す
る
完
成
さ
れ

た
作
品
に
は
属
さ
ず
、
む
し
ろ
文
学
的
営
為
の
底
辺
に
あ
っ
て
、

実
作
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
き
た
小
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ

せ
る
。

　

両
者
が
指
摘
す
る
の
は
、
無
理
に
対
句
を
作
ろ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
意
が
取
り
が
た
く
な
っ
た
と
い
う
結
果
で
あ

る
。

　

基
本
的
に
対
句
は
、
文
章
を
華
麗
に
装
飾
す
る
た
め
に
あ
る
。
平
安

朝
に
多
く
作
ら
れ
た
美
文
の
典
型
で
あ
る
、
詩
序
や
願
文
を
見
れ
ば
そ

れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
仲
文
章
』
の
対
句
は
、
そ
こ
に
さ
ら
に
和
歌

の
表
現
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る（

30
）が、
本
序
は
、

和
歌
集
の
序
の
割
に
は
和
歌
的
な
表
現
は
な
い
。
し
か
し
、
対
句
を
構

成
し
よ
う
と
し
て
、
理
解
し
が
た
い
表
現
が
存
す
る
と
こ
ろ
や
、「
劉

白
唱
和
集
解
」
受
容
の
点
な
ど
、『
仲
文
章
』
と
通
底
し
て
い
る
部
分

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
千
穎
集
序
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
結
論
を
い

え
ば
、
本
序
は
、
漢
詩
文
に
精
通
し
た
儒
家
が
作
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
詩
序
の
如
き
美
文
の
よ
う
に
、
文
章
を
装
飾
し
よ
う

と
し
た
意
図
が
存
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に

無
理
な
表
現
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
故
事
を
出
典
と
す
る
表
現
に
し
て
も
、『
蒙
求
』
と
い
う
幼

学
書
の
故
事
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
白
居
易
「
劉
白
唱
和
集
解
」
を
学
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ん
だ
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
も
、
作
者
の
漢
詩
文
へ
の
能
力
を
評
価

す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
序
は
、『
仲
文
章
』
の
よ
う
な
下
層

官
吏
の
文
業
を
想
起
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、『
本
朝
文
粋
』
の
よ
う

な
正
格
の
漢
詩
文
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。し
か
し
、『
仲
文
章
』

の
よ
う
に
、
下
層
官
吏
の
よ
う
な
立
場
の
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

正
格
漢
文
を
基
準
と
す
れ
ば
、
本
序
は
、
誤
り
の
多
い
無
理
な
表
現

を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
本
序
の
表
現
は
、
当
時
の
一
般
的
な
知

識
が
応
用
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、『
仲
文
章
』
の
よ
う

な
平
安
朝
漢
文
学
の
底
流
の
作
品
と
と
も
に
、
儒
家
で
は
な
い
人
々
が

書
い
た
平
安
朝
の
漢
文
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
以
前
論
じ
た
「
発
心
和
歌
集
序
」
も
、
儒
家
の
手
に
な
る
文

章
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
他
に
も
そ
の
よ
う
な
漢
詩
文
は
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
を
和
習
の
あ
る
、
正
格
漢
文
か
ら
遠
い
も
の
と
し
て
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
階
層
の
漢
詩
文
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
は
、
対
句
構
成

や
出
典
と
な
る
典
籍
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。本
序
に
は「
外

戚
甥
」（「
外
甥
」
の
誤
か
）
な
ど
の
不
審
な
表
現
も
あ
る
が
、
本
稿
で

は
、
上
述
し
た
目
的
の
た
め
に
個
別
の
措
辞
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、
対

句
及
び
出
典
の
検
証
を
通
じ
て
、「
千
穎
集
序
」
の
位
置
づ
け
を
目
指

し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
残
し
た
課
題
は
あ
ま
り
に
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず

稿
を
終
え
る
。

【
注
】

（
1
）　

大
曾
根
章
介
「
和
歌
序
小
考
」（『
大
曾
根
章
介　

日
本
漢
文
学
論
集　

第
一
巻
』
汲
古
書
院
・
一
九
九
八
年
、
一
九
八
八
年
初
出
）。

（
2
）　

後
藤
昭
雄
「
和
歌
真
名
序
考
」（『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠
出
版
・

二
〇
一
二
年
、
一
九
九
〇
年
初
出
）。

（
3
）　

佐
藤
道
生
「『
扶
桑
古
文
集
』
訳
注
（
抜
萃
）」（
池
田
利
夫
編
『
野
鶴

群
芳　

古
代
中
世
国
文
学
論
集
』
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
二
年
）、
本
間
洋
一

「『
本
朝
小
序
集
』
本
文
翻
刻
・
付
記
」（『
日
本
漢
文
学
文
藪
―
資
料
と
考
説

―
』
和
泉
書
院
・
二
〇
二
〇
年
、
一
九
九
八
年
初
出
）、
鈴
木
徳
男
・
北
山

円
正
『
平
安
後
期
歌
学
書
と
漢
文
学　

真
名
序
・
跋
・
歌
会
注
釈
』
和
泉
書

院
・
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
4
）　

滝
川
「
発
心
和
歌
集
序
試
読
―
選
子
内
親
王
作
者
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
中
古
文
学
109
・
二
〇
二
二
年
）。

（
5
）　

金
子
英
世
・
小
池
博
明
・
杉
田
ま
ゆ
子
・
西
山
秀
人
・
松
本
真
奈
美

『
千
穎
集
全
釈
』（
風
間
書
房
・
一
九
九
七
年
）
に
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
以
下
、
引
用
す
る
際
に
は
『
全
釈
』
と
略
称
す
る
。

（
6
）　

西
山
秀
人
「
千
穎
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
二

〇
一
四
年
）。

（
7
）　
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
8 

平
安
私
家
集
』（
日
本
古
典
文
学
会
・

一
九
七
九
年
）
所
収
の
影
印
に
よ
る
。

（
8
）　
「
漆
」―
底
本
「
室
」。
他
本
に
よ
り
校
訂
。

（
9
）　
「
之
」―
底
本
他
ナ
シ
。
意
を
以
て
補
う
。

（
10
）　

但
し
、
12
は
誤
写
が
あ
る
の
か
読
解
が
困
難
で
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の

部
分
は
対
句
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
11
）　

渡
辺
秀
夫「
唐
文
化
の
受
容
と
国
風
文
化
の
創
出
―
唐
伝
来
の
賦
格『
賦

譜
』
か
ら
み
た
平
安
朝
漢
詩
《
句
題
詩
》
の
生
成
―
」（
萬
葉
集
研
究
41
・
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塙
書
房
・
二
〇
二
二
年
）。

（
12
）　

天
理
図
書
館
蔵
本
（『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
八
木
書
店
・
二
〇

一
七
年
）
に
よ
る
。

（
13
）　

大
曾
根
章
介
「
平
安
時
代
に
お
け
る
四
六
駢
儷
文
」（『
大
曾
根
章
介　

日
本
漢
文
学
論
集　

第
一
巻
』
前
掲
、
一
九
七
四
年
初
出
）
が
、
平
隔
句
・

雑
隔
句
の
評
価
が
低
い
こ
と
に
つ
い
て
「
平
隔
句
が
卑
く
評
価
さ
れ
た
の
は

上
下
句
の
字
数
が
同
じ
で
あ
る
た
め
に
、
変
化
が
な
く
平
板
で
あ
る
か
ら
に

違
い
な
く
、
た
と
い
四
字
句
や
六
字
句
で
あ
っ
て
も
問
題
外
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
ま
た
雑
隔
句
が
同
様
に
最
低
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
四
字
句
は
六
次

句
を
待
っ
て
の
み
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

と
い
え
よ
う
」
と
指
摘
す
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

（
14
）　

山
口
博
「
千
穎
集
論
」（『
王
朝
歌
壇
の
研
究 

村
上
冷
泉
円
融
朝
篇
』

桜
楓
社
・
一
九
六
七
年
）。
以
下
、
山
口
の
説
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
15
）　

芝
崎
正
昭
「『
千
穎
集
』
へ
の
疑
問
―『
海
人
手
子
良
集
』
と
の
関
係
を

め
ぐ
っ
て
―
」（
平
安
文
学
研
究
64
・
一
九
八
〇
年
）。
以
下
、
芝
崎
の
説
は

こ
れ
に
拠
る
。

（
16
）　
「
二
月
二
十
五
日
乙
酉
」
を
『
文
苑
英
華
』
巻
九
九
五
・
祭
文
所
収
の

本
文
で
は
「
二
月
辛
酉
朔　

二
十
五
日
乙
酉
」
に
作
る
。

（
17
）　

久
曾
神
昇
「
藤
原
定
家
筆
千
穎
集
」（『
長
澤
先
生
古
稀
記
念　

図
書
学

論
集
』
三
省
堂
・
一
九
七
三
年
）。
以
下
、
久
曾
神
の
説
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
18
）　

そ
の
意
味
で
、『
全
釈
』
が
「「
八
本
之
歌
」
は
、
内
容
的
に
は
千
穎
以

前
の
時
代
に
万
人
に
愛
さ
れ
た
歌
々
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
い
る
か
と
想

像
さ
れ
る
」
と
理
解
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。

（
19
）　

堀
誠
「
道
真
断
腸
詩
篇
考
」「
道
真
「
九
月
十
日
」
詩
篇
考
」（『
日
中

比
較
文
学
叢
考
』
研
文
出
版
・
二
〇
一
五
年
。
前
者
は
二
〇
〇
三
年
、
後
者

は
二
〇
〇
六
年
初
出
）。

（
20
）　

堀
「
道
真
断
腸
詩
篇
考
」（
前
掲
）。

（
21
）　

堀
「
道
真
「
九
月
十
日
」
詩
篇
考
」（
前
掲
）。

（
22
）　
『
全
釈
』
は
本
例
を
語
釈
に
あ
げ
る
も
の
の
、
何
故
か
詩
題
を
明
記
し

て
い
な
い
。

（
23
）　

以
下
、『
蒙
求
』
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
池
田
利
夫
編
『
蒙

求
古
註
集
成　

上
巻
』（
汲
古
書
院
一
九
八
八
年
）
所
収
の
該
本
に
よ
る
。

（
24
）　
「
人
語
云
、
膠
」
は
底
本
虫
損
に
よ
る
欠
く
の
で
、
臨
模
本
た
る
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
に
よ
り
補
っ
た
。

（
25
）　

13
、
14
に
つ
い
て
、『
全
釈
』
は
任
昉
「
為
二
静マ
マ

蕭
揚
州
一
作マ
マ

薦
レ
士
表
」

の
「
至
二
乃
集
レ
蛍
映
レ
雪
、
編一レ
輯
蒲マ
マレ
柳
」
を
あ
げ
る
（
本
文
、
返
り
点
は

『
全
釈
』
の
ま
ま
）。
こ
れ
は
『
文
選
』
巻
三
十
八
に
「
為
二
蕭
揚
州
一
薦
レ
士
表
」

と
し
て
所
収
さ
れ
て
お
り
、
本
文
は
「
至
下
乃
集
レ
蛍
映
レ
雪
、
編
レ
蒲
緝
上レ
柳
」

で
あ
る
。
蛍
と
柳
の
対
句
と
し
て
本
序
と
同
様
で
あ
る
が
、
本
序
の
「
編
柳
」

は
、『
蒙
求
』
の
「
編
楊
柳
」
に
近
く
、
他
の
故
事
が
『
蒙
求
』
に
見
え
る

こ
と
か
ら
も
、『
蒙
求
』
か
ら
引
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
26
）　

太
田
晶
二
郎
「「
四
部
ノ
読
書
」
考
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集　

第
一
冊
』

吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
一
年
、一
九
五
九
年
初
出
）、池
田
利
夫「
解
題
」（『
蒙

求
古
註
集
成　

下
巻
』
汲
古
書
院
・
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

（
27
）　

三
木
雅
博
「
平
安
朝
に
お
け
る
「
劉
白
唱
和
集
解
」
の
享
受
を
巡
っ
て
」

（『
平
安
朝
漢
文
学
鉤
沈
』
和
泉
書
院
・
二
〇
一
七
年
、
二
〇
〇
一
年
初
出
）。

（
28
）　

幼
学
の
会
編
『
諸
本
集
成　

仲
文
章
注
解
』
勉
誠
社
・
一
九
九
三
年
）

に
拠
る
。

（
29
）　

黒
田
彰
「
解
題
」（『
諸
本
集
成　

仲
文
章
注
解
』
前
掲
書
）。

（
30
）　

三
木
「
教
訓
書
「
仲
文
章
」
の
世
界
」（
前
掲
書
、
一
九
九
四
年
初
出
）。

〔
引
用
本
文
〕
＊
論
文
中
に
注
記
し
た
も
の
以
外
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本
朝
文
粋
―
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
全
唐
文
―
全
唐
文
（
中
華
書
局
）、

白
氏
文
集
―
那
波
本
。
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
基
礎
的
研
究
』
の
「
綜
合
作

品
表
」
の
作
品
番
号
を
付
し
た
。
菅
家
文
草
―
元
禄
十
三
年
刊
本
、
菅
家
後
集

―
日
本
古
典
文
学
大
系
、
文
選
―
文
選
附
考
異
（
藝
文
印
書
館
）、
元
氏
長
慶

集
―
元
稹
集
（
中
華
書
局
）、
本
朝
麗
藻
―
校
本
本
朝
麗
藻
（
汲
古
書
院
）、
本

朝
続
文
粋
―
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
小
右
記
―
大
日
本
古
記
録
。

　

漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
引
用
文
中
、
…
…
は
省
略
し

た
と
こ
ろ
、〈　

〉
内
は
小
字
注
を
示
す
。

〔
付
記
〕

1
．「
千
穎
集
序
」
は
、
二
〇
二
一
年
度
大
学
院
演
習
「
和
歌
（
真
名
）
序
を

読
む
」
で
取
り
上
げ
た
。
本
稿
は
そ
の
際
の
議
論
に
基
づ
い
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
な
お
、
演
習
で
の
本
序
の
担
当
は
、
飯
田
実
花
、
楊
櫓
で
あ
る
。

2
．
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費21K

00305

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
た
き
が
わ
・
こ
う
じ　

本
学
教
授
）


